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場によってどのように変化することが期待されるかをKim の理論に基き議論 し,そして実験

結果と比較する｡

外部磁場が金属の格子振動に影響を与えるのは,イオン-イオン相互作用を遮蔽する伝導電

子を通してである0本研究では･主として対象とするの払 既に強磁性状態 (T<Tc,T :C

キュリー点 )になった金属であるから,まず強磁性状態での遮蔽定数が自発磁化とともにどう

変化するかを見なければならず,次にその遮蔽定数が外部磁場によってどのように変化するか

を知らねばならない｡既にこの間題は,拡im(1981)によって取 り扱われ,電子に対して簡単

な状態密度を用いての数値計算によりT<T での音速の磁場依存性の大きさがフェルミ面のC

位置によりきわめて異なることが指摘されている｡本論文では,Kimの理論 を拡張し,より

現実的なバンド構造を用いて数値計算を行う｡われわれの結果は,Kim の結果 と同じく,普

速の磁場依存性が強磁性金属の電子構造を敏感に反映することを示し,この理論が,音速に関

する実験事実から電子構造に関する詳細な知識を得るのに極めて有用であることを確証する｡

3.相転移の動的視点のために

(超電導体における集団励起 )

金 井 敏 行

われわれの話題は,超電導体における対称性の破れと,それに伴って現われる集団励起と,

それらの励起の性質の物理的起因をなるべく明瞭に理解 しようとすることである｡こういう問

題をとり上げる動機は倉田 ･河内氏の修士論文 (1980)にある｡そこで,彼らは強磁性体の磁

化のTc付近でのダイナミクスをスピン波の相関をもとに議論した｡

彼らは,2次の相転移を示すある系のオーダー ･パラメータの動的発展を,適当な熱浴を導

入 し,それとの相互作用を通して,議論を進める方法の定式化を行なった｡一般的手順として

は,まず,適当な熱浴を考え,問題の対象となっている系との相互作用の形を決める｡次にこ

の相互作用の形から,注目している物理量の期待値,すなわちオーダー ･パラメータについて

の運動方程式をたてる｡

対象としては,ハイゼンベルグ･スピン系が選ばれ,そのオーダー ･パラメータ,スピンの

Z成分の期待値,<sz>の運動方程式が導出された｡この試算におけるミソは,相互作用の中

に,強磁性体における集団座標,スピン波の演算子であるS吉を導入し,この集団座標に媒介
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者 としての役割 りをもたせたことである｡この議論の一般的な思想を§1で説明する｡

この方法を超電導体に適用しようとすると,熱浴との情報伝達の役割 りを果すと期待される

集団座標の性質を仔細に検討しておく必要がある｡ しかも,超電導体における集団励起は,強

磁性体におけるスピン波と本質的に異なる振舞いをする｡そこで,集団励起のこのような振舞

いを導く事情をできるだけ明確にとらえねばならない｡

§2では,電気的に中性の仮想超電導体についての集団励起を調べ,それがゴール ド･ス ト

ーンの定理を満たしていることを示す｡§3では,実際の超電導体において,それが,ゴール

ド･ス トーンの定理を満たさなくなることを示す｡§4では,このような集団励起の事情を,

より直観的に議論 し,それらのスペクトルの性質の物理的起因を明確にしたい｡

4.超伝導 トンネル効果 を用いた

強磁性体の電子スピン偏極

甲 斐 龍一郎

強磁性体のフェルミ面近傍のスピン状態を知ることは金属の物性を理解するうえで非常に重

要である｡最近,金属のフェルミ面近傍の電子のスピン状態を知る数々の実験手段が開発され

た｡我々はそれらの実験手段の 1つである超伝導体一強磁性体接合の トンネル効果により,電

子のスピン状態を測定した｡この方法によると,フェルミ面より数 meV のエネルギー範囲の

電子の情報をうることが出来る｡

我々は典型的な遍歴電子系である,Ni-Pt合金系およびNi-Pd合金系についてPtおよ

びPd濃度 と電子スピン偏極度 Pの関係を調べた｡試料は室温で真空蒸着法により作製 した｡

測定は-0.5Kの温度において -50kOeの磁場中で印加電圧Fと微分コンダクタンスα(-
dZ/dV)の関係を調べ,これらの合金の トンネル電子のスピン偏極度を決定した｡この,Ni-

pt合金系およびNi-Pd合金系において偏極度PははじめPtおよびPdの濃度の増加にと

もない急激に上昇 し, 1% 程度で極大となり,その後徐々に減少する｡これら合金系では トン

ネル電流の偏極度Pは内部磁化Mとは比例しない｡これは Meserveyetal.のNi+3d遷

移金属での実験による結果,偏極度Pが内部磁化Mに比例するということとは異なっている｡
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